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　10月12日、幼児園・田上小・羽生田小・田上中による合同参観が行われている中、これか

らのまちづくりについて語りあう新しい懇談会『まちづくりひろば』を竹の友幼児園で開催

いたしました。合同参観の最中にもかかわらず、多くの方からご参加いただき、ありがとう

ございました。短い時間でしたが、とても有意義な意見交換を行うことができました。

（10時30分から、１時間程度の日程で行いました。）

　これからのまちづくりについて町長と一緒に語り合う懇談会です。

　今までの町民懇談会では、なかなか参加していただけなかった世代や職種の方

から参加していただき、これからのまちづくりについて意見交換を行い、「町民

が参加するまちづくり」を町民のみなさんから理解していただき、今後のまちづ

くりのあり方を伝えたいと考えています。

　今回の『まちづくりひろば』では、まず、町長と教育長より、田上の12か年教育および

児童福祉施策など、『子育て』のまちづくりに関する考えをお話ししました。

　参加していただいたみなさん

からは、田上町で子どもを育て

ることをイメージしていただき

「田上の子は田上で育てる」ため

のまちづくりについて、一緒に

考えました。



－文化的施設（生涯学習センター）の建設にあたっ
　て、準備委員会のような組織を設置していますか。

　○社会教育委員と生涯学習推進委員を中心にして、
　　昨年から議論しています。また、希望の多い図
　　書館機能についても、視察等を行いながら、議
　　論していきます。ただし、昨今の国・県、町の
　　財政事情の関係で、必ずしも願い通りにはいか
　　ないかもしれませんが、第一歩を確実に踏み出
　　しています。

－この「12か年計画」は始まったばかりですが、今
　後ずっと続いていくのならば制度的な目標のよう
　なものがあったほうが、保護者としてもわかりや
　すいと思います。

　○街総合計画において、「田上の12か年教育」をき
　　ちんと位置づけています。よって、町や議会か
　　らの理解の下で、大きく発展させていけるので
　　はないかと思っています。

－12か年計画の図にある「幼児園教育」「小学校」
　「中学校」の円が重なる「のりしろ」の部分につ
　いて、どういうことが引き継がれ、どういうこと
　がそこで完結するのか、教育関係者の中でも情報
　を振り分ける力が必要だと思うので、先生たちの
　スキルアップに力を入れて欲しいと思います。
　前もって先生に渡った情報がフィルターのような
　ものになってはいけないと思うし、逆に、弱い立
　場の子どもたちにとっては、そういうことを先生
　に知ってほしいという思いもあります。

　○まず、幼児園教育と小学校教育との連携として、
　　町の先生で作る組織の中で幼小連携部会を立ち
　　上げて取り組んでいます。
　　小学校と中学校でも「12か年教育推進協議会」
　　をつくり、英語や算数・数学などを中心にして
　　スムースに移行できるよう、プログラムを作り
　　つつあります。絵に描いた餅にならないよう、
　　できるところから少しずつ連携を進めています。

・忌憚ない意見を求める・・・には、このスタイルでいい

　のかな？と思います。（30代・女性）

・教育長の話を聞き、明るい希望が見えたように感じます。

　安心しました。子ども達にとっても親も嬉しいです。

　（40代・女性）

・「12か年」にこだわった理由がわかりました。思いだけ

　でなく、ハード（文化的）の面にもぜひ実現待っていま

　す。（40代・不明）

・他から引っ越してでも「田上町で子どもを育てたい」と

　思ってもらえるような町にしてください。（50代・女性）

・「文化的施設」について、イマイチよく分からない。た

　だきれいで新しいだけでは、税のムダ使いとなります。

　ただの憩いの場とならないよう、素晴らしい施設となる

　ことを願っています。（20代・女性）

・新しい施設の準備委員は、一般公募しないのですか？特

　に図書館は、専門知識が必要です！！（50代・女性）

　今回は、多くの方から熱心にご参加いただ

きました。今後は、他のテーマでも『まちづ

くりひろば』を開催する予定です。

　町民と一緒になって「協働のまちづくり」

を実践するためのきっかけとして、また、「協

働の場」となるよう継続して開催し、町民の

みなさんに定着するよう進めていきます。
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